インドビジネスの今後 : 今こそインド市場に向けて攻めるべき絶好の時 (アジア展開を加速する日本企業[アジア・国際経営戦略学会]第3回報告大会講演) by 西村  幸浩
講 演
















































































が、ITの2000年問題 という形で盛 り上が り
つつある当時でしたので、その当時インドの
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上位2億 を狙 うと16%ですか ら、富裕層が
ムンバイだけでも200万人いることになりま
す。日本で考えてもお金持ちだけが200万人
いる都市などはなかなかないと思います。そ
ういったところに向けて商売をやるのは手
じゃないかなと。
　インド人が金持ちになって嗜好の変化をし
たと私が実感したことは笑い話みたいなこと
なのですが、2006年に私がダイエットをし
てちょっとやせていったら、「あまりやせす
ぎると貧乏人に見えるから、もうちょっと
太ったほうがいいんじゃないか」と盛んに言
われたのです。2008年末に行ったとき、ちょ
うど今から1年半前ですね。彼らがこぞって
聞くのです。つい2年前にやせすぎてどうし
たのだと言っていたのが、「どうやって、お
まえはダイエットをしたのか。どうやって2
年も維持しているんだ」ということを聞くよ
うになりました。そういった意味で、物質的
にものを持っていてたくさん食べ られること
がやはりステータスに近い感触をもっていた
のだと思うのですが、太っていることは健康
に悪いかえってスマー トな方が金持ちに見え
る。そういった意味では本当に日本人と変わ
らない感性をもちつつありますので、それに
対して何かを売れるのではないかなと。本当
に日本のものは安 くてレ・いものという形で今
まで来ていますけれども、これからはもしか
したら良いものだから高いという、お金持ち
に向けた商売ということもやっていく必要が
あるかもわからない。日本のポジションとい
うのは高級ブランドとしてどう認知できるか
ということを考えていく必要もあるだろうと
いうのを感じています。とは言うものの、大
手企業はボリュームも必要ですので、大手企
業さんはなかなかボリュームを捨てますとは
言えないでしょうから頑張っていただ くとし
て。
　逆に言うと中小企業はインドに製造しに行
くというよりは、売 りに行 くことが1つの手
なんじゃないかなと。まずは販売先ができた
ら、その後でインド国内で作ることも1つの
これからの戦略としては考えられるのではな
いかと考えています。実際に見ますと、これ
からインドから西ということを考えますと中
東、アフリカというのもこれか らの有望市場
であるととすれば、ある程度お金持ち向けに
インドを拠点として販売をしていくこともで
きるのではないかなと考えています。 とは
言っても中小企業にとってはインド進出はコ
ストは高いですので、1社1社 ではなかなか
出られないでしょうから、何らかの支援とか
仕掛けが必要なのだろうと感 じています。地
方の週小企業にとっては東京に進出するのが
大変だということで、各県のアンテナショッ
プというのがあるのを見ると、インドにも日
本のアンテナショップみたいなものを作って
もらって、我々の商品を並べられたらいいの
にと思って見ていましたら、つい先日経産省
さんがムンバイに大手企業と組んでアンテナ
ショップ事業をや り始めたと新聞にも書かれ
ていたので、中小企業にもそういった仕組み
の門戸を開いていただければいいなと感じて
います。
　本当に駆け足ですけれども、今インドとい
うのはものすごくチャンスがあるというお話
を、インドにたまに行 くビジネスマンという
視点でさせていただきました。なかなかイン
ドの現状というのは一言では語 りきれません
し、もちろん農村部に行けば農村部ならでは
の問題 もあると思いますが、私が商売をしに
出張に行った中で感じていること、都市部で
はものすごくものが売れているとか、そう
いった実感を発表させていただきました。そ
ういった意味では100年に一度の不況などと
言われていますけれども、もしかするとイン
ド市場を攻めていくことを考えれば、100年
に一度のチャンスが来ているのではないかな
と感じていることをご紹介させていただい
て、本当に駆け足ではありますけれども、こ
ういったところで終わらせていただきます。
あ りがとうございました。
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